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以上の結果から，主程英数と出穂期の関連について

考察すれば，主梓英数の増減はおそらく止葉の分化期

当時の稲体の栄養状態と関係があるらしく，ポット首

の場合は生育相からも推察されるように，栄養生長よ

り生殖生長への転換がきわめて情調に行なわれた結果

と考えられ，逆に分けつの切り上がりの悪い散揺首等

の場合は，主碍乗数の増加に伴い出穂期も返延したも

のと考えられる。

E．分けつ体系のうち，特に一次分けつの発生状況

についてみれば，紐苗はそのほとんどが第2　～　8節

（7節間）より発生し，特に低所位よりの発生が目立

ち，しかも節位の幅も大きい。その点，散播苗は，第

4～8～9節　（5～占節間）で，低節位の発生が少

なく逆に高節位の発生が多くなっている。プロ，ク首

は，第5～8節（占節間）で節位の幅が小さく，ポッ

ト首は第2～7節くる節間）と低節位から発生するが

上位の切り上がりの早いのが特徴的である。

4．　考　　　　　察

一般農家における田植機の選択は，

（9地理的条件

（診土壌的条件

③経営的条件

（初その他担当者の好み

等によって選択されることゝなろうが，それ等の状

勢下にありながら，機械田植による稲作の安定化を計

る意味で，本試験結果を基にして，各青首様式別に，

本田の生育相を特徴づければ，

1・紐苗は，活着性は比較的良好で，低節位からの

分けつ発生が多い反面，高節位にも及ぶため分けつの

切り上がりが悪く過繁茂となりやすい。

2．散播酉は，条件が整備されゝは本質的には紐首

と大差ないものと考えるが，－且条件に欠けた場合は

活着が阻害されやすく，それが生育むらやその後の生

育遅延に結びつきやすい。

5．ブロック首は，ほは紐苗に準ずるが，分けつ発

生節位の幅が狭く切り上がりも比我的良好なため，過

繁茂とはなり難い。

4．ポット苗は，活着がきわめて良好なため平坦部

はもちろん，山間高冷地等不良窮鏡下においても生育

畳ほとりやすく，安定性に富む。

以上，機械移植による稲作の安定化と生産量の拡大

をねらう場合，それぞれ各育苗様式による首の生育柏

の特徴を認識し，それに適合した肥培管理を行なうべ

きものと考える。

生育時期別窒素吸収が水稲の収量構成に及ぼす影響

村　上　利　男・吉　　田　善　吉

（東北農試）

1．　ま　え　が　き

水稲栽培における窒素の施用と収量構成要素との関

係については多くの報告がある。しかし，窒素の総吸

収量水準別にその生育時期別吸収割合を変え，これら

が収最成立に及ぼす影響を生態反応と関連させて解析

したものは少ない。このことについて聾者らは1989

年に革型の異なる品種を用いて試験し，適応多収技術

に関する基礎的知見を得るための検討を行なったので

その結果を報告する。

2．　試　験　方　法

1，供託品種　ふ釆89号，さわにしき

2．耕種概要

（1）移植期　　5月21日（4月1占日揮，ビニ

ー′レ幌折衷育代育苗）

（2）栽植様式　50．0cmズ15．8cm　24．2抹／丁が

とし1蛛5本椿。

（3）供試圃場　東北農試沖積水田

（4）施肥畳　a当り0，0．4，0．8，1．2，

1．dRPの各窒素基肥畳区ごとに0，0．5，0．8，
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0．9，1．2Kタの穂首分化期追肥区を設け，さら

にその各区に0，0．4Kクの穂揃期追肥処理を行

なった。

基肥に硫安を施用し追肥には尿素を使用したほ

か，各区とも共通に燐酸1．8Ⅹク，加里1．2晦，

珪カ′レ15鞄，堆肥115Kgを基肥として施用し

た。

5．1区面詰　　207げ，1区制

与．　試　験　結　果

椚除吸収最が低水準の領域ではⅣ総吸収量と収量の

相関が認められるが，この領域における町捻吸収量階

層別累積領域ごとに町総吸収量と収量との相関値（第

1表）をみると，最大の相関値が得られる町総吸収量

弟1表　勘繰吸収量と収量との相関

町絵 吸 収 量 範 囲　（鞄 ／ a ）
ふ 乗 る　 9 号 さ わ に し き

0．5　～　 0．8 0．8 1 5 ＊ 0．8 8 0 ＊

0．5　～　 0．9 0．8 9 2 ＊＊ 0．8 8 2 ＊ ＊

0．5　～ 1．0 0．9 0 9 ＊＊＊ 0．9 2 0 ＊＊＊

0．5　～ 1．1 0．9 1 0 ＊＊＊ 0．7 4 8 ＊＊＊

0．5　～ 1．2 0．5 5 ° n 5 8 さ＊

注．数値は相関係数

の上限はふ系69号が1．1晦／aで，　さわにしきの

1．0鞄／aよりも大きく，回帰係数（ふ系89号55．0，

さわにしき52．5）についても同様の結果が得られた。
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したがって低水準Ⅳ吸収量領域においてはふ系89号

はさあにしきよりも収量増に対する町総吸収量増の効

果が相対的に大きい。また，最高収量値が得られた場

合の町総吸収量もふ釆89号（1．2KP／a）はさあに

しき（1．1Kダ／a）よりも大きい。しかし，両品種と

も最適町総吸収量をこえる高水準の町総吸収量領域に

おいては，N総吸収量が同じ場合でも収量は大きく変

動し，その程度はとくにふ系89号で大きい。この領

域での収量規制要因を明らかにするため，封の時期別

吸収配分比率をみると，収量水準によってNの生育時

細別吸収配分比が異なり，ふ系89号では前期（移値

～幼穂形成期），中期（幼穂形成期～出穂期），後期

（出穂期～収穫期）の5期間の配分比は，収量40KP／

a水準の場合5：5：0，50Kダ／a水準4：5：1，

d OKダ／a水準5：5：2と類型化され，一方，さわ

にしきでは各収量水準ごとのNの時期別吸収配分比は

5：5：0，4：5：1および4：4：2と類型化さ

れた。るOKク／a水準における町吸収配分比が品種間

で異なり，ふ弄る9号はさわにしきと比べて相対的に

N吸収の重点が生育前期よりも中期にみられることは，

同品種は適切な追肥に効果的に反応する特性を有する

ことを示すものであって，肥培管理によって収畳の高

水準化を図る場合，かかる品種のⅣ反応特性を考慮す

る必要がある。

Nの玄米生産能率と収量の関係（第1図）をみると，

低水準の収量はたとえ町玄米生産能率が小であっても

20

0．50．60．70．80．91．01．11．21．31．41．5

N　総　吸　収　量（短／a）

第1図　町捻吸収量，時期別封吸収配分比率とN玄米生産能率

乱○印中の数値は誉無期の町政収配分比畢（出無期二璧禦崇吸収量＝00芳）町総吸収量
基肥系列　　　　HH H　追肥系列（穂首分化期Ⅳ0．dRP／a）
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町吸収量が多い場合には得られる。すなわち，収量が

低水準の場合には，その収量を構成するⅣ総吸収量と

Ⅳ玄米生産能率との組合せ許容範囲が広いが，収量水

準が高くなるに従いその組合せ許容範囲が狭くなり，

高水準の収量は高位の町玄米生産能率の組合せの場合

にのみ達成される。

高水準の町吸収量領域における町玄米生産能率は，

yの時期別吸収配分比と密接に関係し，両品種とも仝

生育期間に対する出穂期～収穫期間のy吸収配分比が

大きい区ほど町玄米生産能率が高く，高位の収量が得

られることは同図に示されるとおりである。

次に，施肥法に対する品種反応を明らかにするため
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基肥量についてみると，低水準のN基肥量（0．4Kタ／a）

の場合，ふ系89号はさあにしきに比べて低収である

が，N基肥畳増に伴う収量増が大きいためさあにしき

との差は次第に減じ，N基肥〇・8～1＿2Kg／乱では収

量差が認められなくなる。しかし，さらにN基肥量が

高水準（1．8Kg／a）となるとふ釆89号の減収度が

大きい。次に追肥に対する両品種の収量反応を基肥量

と関連させて明らかにするため第1図の基肥系列と追

肥深列で収量を比載すると，ふ系89号の追肥系列は

基肥系列よりも高位収量の対応関係を示し，さあにし

きにおける場合と逆になっていることは施肥反応に関

する品種間差として注目される。
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第2図　高水準頴花数領域（5万以上）における萱熱期のⅣ吸収配分
比率と千頴花当り収量

両品種とも最高収量は㌦当り頴花数5万で得られて

いるが，これをこえる高水準頴花数領域においては収

最規制要因となる登熱形質と登熟期のN吸収配分比率

との間には第2園に表されるように，正の相関（ふ釆

69号：r＝＋0．749＊＊ちさわにしき：r＝＋0．882＊＊＊）

が訊められた。すなわち，高水準頴花数領域において

千穎花当り収量値を高めるためには，菅熟期の町吸収

配分比率を高めることが必要となることが知られる。

坂上の第1，2図より占OKg／a収量水準よりさら

に高水準化を図るためには，両品種とも登熟期のN吸

収配分比率を20％以上とする必要があると推察され

た。

第5図は出穂期の1A工と収量の関係を吸光係数

（出穂期）と関連させて示したものである。両品種と

も高水準の1A工領域（出穂期4以上）においては，

吸光係数が大きく革姿が劣化した場合に低水準の収量

値を示し，高水準の収量は吸光係数が小さい場合にの

み得られている。ふ来る9号はさあにしきよりも高水

準のLA工領域における吸光係数の変動が大きく，こ

れが同品種の収量変動を大きくする†因とみられるが，

この吸光係数は萱熟期におけるN吸収配分比率と負の

相関（r＝＝－0．815）を示すことが知られた。
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第5図　もA工，収量と吸光係数

在．国中の数値は吸光係数　　工＝工。e■KpのK値

（）内数値は高1Aェ水準（4以上）における収量水準別の平均吸
光係数値。

4．　摘　　　　　要

葦型の異なる二品種を用い，窒粟総吸収丑の水準別

にその生育時期別吸収割合を変え，収量鱒立に及ぼす

影響を生態反応と関連させて解析した結果，

1．最高収畳に対応する町稔吸収量水準はふ系89号

（1．2鞄Ⅷ／a）はさわにしき（1・1）より高いが，

〟当り頴花数では大差なく，これ以上の高水準の生育

量領域ではふ系89号の収量低下の変動はさわにしき

より大きい。

2．高水準の頴花数（5万／㌦以上）あるいは窒素総

吸収量（1．0～1．5Kダ／a）条件下の千執花当り収量

値，窒素の玄米生産能率は生育全期に対する萱熱期の

窒素吸収配分比率の増大により向上する。

5．窒素総吸収量が高水準（1．0～1．5Kク／a）の場

合，生育時期別吸収比により収量水準を異にするが，

高位収量取得のためにはふ釆‘9号はさわにしきより

生育中期における窒素供与がより重点となる。

4．繁茂度が大きい場合，収量水準は吸光係数が小さ

いほど高く，ふ系d9号では吸光係数が小さいほど萱

熱期の窒素吸収配分比率が大きい。

5．収量高水準化の窒素供与法は両品種とも生育初

期における過剰の供与を規制し，登熱期に総吸収量の20

％以上の窒素吸収を行なわしめることが重点となる。


